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果
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損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
の
報
告

　

役
場
駐
車
場
内
接
触
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
の
専
決
処
分　

損
害
賠
償
額　

18
万
７
千
円

報
告
済

　
　平

成
27
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　

自
治
体
に
お
け
る
財
政
の
健
全
性
を
表
す
判
断
基
準
と
し
て

「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、「
実
質
公
債
費
比

率
」、「
将
来
負
担
比
率
」、
の
４
つ
の
比
率
と
上
下
水
道
事
業
な

ど
の
経
営
状
態
の
悪
化
度
合
を
表
す
「
資
金
不
足
比
率
」
を
監
査

委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
済

報　

告

第
１
号

報　

告

第
２
号

報　

告

第
３
号

承

認

第
１
号

同

意

第
１
号

同

意

第
２
号

議

案

第
６
号

議

案

第
７
号

意
見
案

第
１
号

意
見
案

第
２
号

議

案

第
１
号

議

案

第
２
号

議

案

第
３
号

議

案

第
４
号

議

案

第
５
号

平
成
27
年
度
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る
点
検
・
評
価
報

告
　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
27
条
の
規

定
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
の
事
務
管
理
と
執
行
状
況
に
つ
い
て
の

点
検
・
評
価
を
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
済

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）
の
専
決
処
分
の
承

認
　

台
風
10
号
に
よ
り
発
生
し
た
被
害
の
対
応
に
要
し
た
重
機
の
借

上
げ
、
土
砂
撤
去
等
に
係
る
費
用
を
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。

原
案
承
認

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

中　

島　

栄　

子　

さ
ん　

字
喜
茂
別
22
番
地
12

　

任
期　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で

 

原
案
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
同
意

　

三　

野　

優　

さ
ん　

字
喜
茂
別
４
１
７
番
地

　

任
期　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で

 

原
案
同
意

に
よ
り
１
億
９
百
55
万
２
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
30
億
９

千
７
百
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

原
案
可
決

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

基
金
繰
入
金
49
万
８
千
円
の
増
額
と
平
成
27
年
度
繰
越
金
確
定

に
伴
う
31
万
５
千
円
の
減
額
に
よ
り
、
18
万
３
千
円
を
増
額
し
８

千
８
百
17
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

原
案
可
決

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

浄
化
槽
整
備
事
業
費
等
１
千
９
百
48
万
９
千
円
の
増
額
と
事
業

費
確
定
等
に
よ
る
不
用
額
４
百
70
万
１
千
円
の
減
額
に
よ
り
、
予

算
総
額
は
１
億
６
千
百
61
万
円
と
な
り
ま
す
。

原
案
可
決

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　
　

越
後　

耕
司
議
員

　

賛
成
者　
　

館
内　

榮
議
員　

堀　

浩
和
議
員

原
案
可
決

農
業
・
農
村
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
農
業
改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拙
速

な
国
会
承
認
の
反
対
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　
　

松
橋　

正
樹
議
員

　

賛
成
者　
　

越
後　

耕
司
議
員　

館
内　

榮
議
員

原
案
可
決

開
町
百
年
記
念
喜
茂
別
町
防
災
基
本
条
例
の
制
定

　

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
地
域
に
お
い
て
災
害
の

経
験
や
教
訓
を
次
世
代
に
継
承
し
、
町
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
災
害
に
強
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す

為
、
新
規
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決

喜
茂
別
町
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

喜
茂
別
町
公
園
条
例
に
１
０
０
年
記
念
公
園
を
加
え
る
条
例
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

原
案
可
決

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
６
回
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
報
償
費
等
３
千
６
百
７
万
２
千
円
、
積

立
金
６
千
３
百
16
万
８
千
円
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
業
務
委
託
料
百
89
万
円
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
負
担
金
等
百
83
万
円
、
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
補
助

金
３
百
30
万
円
、
喜
茂
別
町
開
町
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

補
助
金
百
６
万
円
、
年
金
生
活
者
支
援
等
臨
時
福
祉
給
付
金
等
５

百
83
万
６
千
円
等
の
増
額
と
事
業
確
定
に
よ
る
不
用
額
等
の
減
額

平
成
28
年
第
３
回
定
例
議
会

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
、
冒
頭
、
町
長
か
ら
農
作
物
の
生
育
状
況
、
台
風
10
号
に
よ
る
被
害

状
況
、
ア
ス
パ
ラ
集
荷
・
選
別
作
業
に
係
る
他
町
村
へ
の
移
動
、
双
葉
ダ

ム
に
お
け
る
今
後
の
維
持
管
理
、
開
町
百
周
年
記
念
事
業
、
広
域
連
携
の

取
り
組
み
、
泊
発
電
所
環
境
放
射
線
の
測
定
結
果
、
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
事
業
に
つ
い
て
の
７
件
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
議
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
27
年
度
各

会
計
決
算
認
定
を
除
く
、
報
告
３
件
、
承
認
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
条

例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
７
件
が
審
議

さ
れ
た
ほ
か
、
意
見
書
２
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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議
案
第
１
号

開
町
百
年
記
念
喜
茂
別
町
防
災
基
本

条
例
の
制
定

菊
地
議
員

近
年
、
我
が
国
は
、
地
震
や
台
風

な
ど
、未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

膨
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
今

回
、
本
町
が
開
町
百
年
と
い
う
節
目

の
年
に
、
町
民
が
災
害
か
ら
受
け
る

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
の
対

策
と
し
て
重
要
な
指
針
と
な
る
、
防

災
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
、

大
変
意
義
の
あ
る
事
だ
と
私
は
思
っ

て
い
る
。

本
条
例
の
内
容
は
、
災
害
時
に
町

民
が
受
け
る
被
害
を
最
小
限
に
留
め

る
た
め
の
対
策
が
網
羅
さ
れ
て
い
る

と
理
解
を
し
て
い
る
。

た
だ
、
本
条
例
に
規
定
し
て
い
る

事
を
防
災
訓
練
や
町
民
懇
談
会
、
広

報
等
に
よ
り
、
１
人
で
も
多
く
の
町

民
が
深
く
理
解
を
し
、
災
害
時
に
確

実
に
行
動
を
起
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
条
例
の
目
的
や
基
本

理
念
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
訓

練
等
の
充
実
、
本
条
例
内
容
の
町
民

へ
の
周
知
徹
底
、
町
民
の
日
常
に
お

け
る
生
活
実
態
の
把
握
等
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
本
条
例
制

定
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
今
一

度
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

菅
原
町
長

町
民
の
皆
様
方
が
こ
の
防
災
条
例

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
か
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
知
ら

せ
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に
整
理
を

し
て
い
く
の
か
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
、
我
々
自
体
も
、
理
解
を
し
て
い

く
の
か
は
、
至
難
の
業
か
な
と
思
う

が
、
事
あ
る
と
き
に
少
し
で
も
役
立

て
る
よ
う
な
こ
と
を
専
門
に
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ

て
い
る
。

町
の
施
設
を
使
っ
て
避
難
を
す

る
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
対
応
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
町
の
持
っ

て
い
る
施
設
管
理
と
い
う
も
の
を
、

今
一
度
考
え
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

更
に
は
、
高
齢
者
が
在
宅
介
護
を

必
要
と
す
る
状
況
の
中
で
、
今
ま
で

と
は
全
く
違
う
対
応
を
取
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

条
例
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
我

が
町
の
行
政
そ
の
も
の
も
各
所
で
考

え
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
災
害
に
待
っ
た
は

な
い
が
、
出
来
る
だ
け
早
い
段
階
で

そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
町
民
に
周
知

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

こ
の
条
例
が
出
来
た
と
い
う
こ
と

を
、
町
民
に
出
来
る
だ
け
早
い
段
階

で
知
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ッ
プ
の

見
直
し
や
町
民
の
皆
様
方
が
理
解
で

き
る
よ
う
な
指
針
作
り
も
急
ぎ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

本
町
だ
け
で
な
く
、
広
域
的
に
ど

う
対
応
出
来
る
か
を
踏
ま
え
て
検
討

し
、
早
く
答
え
は
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

防
災
絡
み
の
来
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
に
計
上
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

菊
地
議
員

数
多
く
起
き
て
い
る
災
害
の
テ
レ

ビ
報
道
の
中
で
感
じ
た
の
は
、
消

防
は
き
ち
ん
と
し
た
消
防
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
る
の
で
、
消
防

職
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。

役
場
職
員
も
、
住
民
が
見
て
役
場

職
員
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
、
蛍

光
塗
料
を
使
用
し
た
衣
類
を
次
年
度

の
予
算
の
中
で
、検
討
し
て
ほ
し
い
。

菅
原
町
長

住
民
の
皆
様
方
か
ら
、
誰
が
役
場

の
職
員
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

話
も
随
分
聞
い
て
い
る
。

来
年
度
予
算
の
中
で
、
何
ら
か
の

形
で
、
役
場
の
職
員
と
し
て
わ
か
る

物
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
、
予
算
編
成
を
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
是
非
、
検
討
し
て
実
現
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
案
の
審
議
要
旨

館
内
議
員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
各

地
区
の
避
難
所
や
集
会
所
が
川
淵
に

多
い
と
思
う
の
だ
が
、今
後
、別
の
場

所
に
移
動
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

菅
原
町
長

全
国
各
地
区
の
、
台
風
被
害
に

遭
っ
た
場
所
の
状
況
を
見
る
と
、
安

全
だ
と
思
っ
て
公
共
施
設
を
整
備
し

た
箇
所
で
、
大
き
な
被
害
に
遭
っ
て

い
る
現
状
が
見
受
け
ら
れ
る
。

施
設
自
体
が
使
え
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
も
充
分
承
知
し
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
早
い
段
階
で

避
難
準
備
の
指
示
を
出
す
こ
と
で
対

応
を
考
え
て
い
る
。

改
め
て
、
避
難
所
等
を
建
て
る
こ

と
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な

い
が
、
最
大
限
出
来
る
こ
と
を
進
め

て
い
き
た
い
。

戸
井
議
員

本
町
は
、
過
去
に
水
害
で
橋
が
流

さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
経
験
を
し
て

い
る
。

緑
町
か
ら
留
産
に
行
く
山
あ
い
の

道
路
は
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
危
険
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

道
内
外
の
災
害
時
に
お
い
て
、
自

治
体
の
対
応
は
、
相
当
難
し
く
な
る

と
思
う
。

防
災
を
住
民
に
周
知
し
て
い
く
上

に
お
い
て
、
あ
る
程
度
踏
み
込
ん
だ

高
い
レ
ベ
ル
の
判
断
と
住
民
に
協
力

し
て
も
ら
う
と
い
う
形
の
中
で
、
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

そ
う
い
う
こ
と
も
充
分
考
え
た
対

応
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

菅
原
町
長

災
害
は
想
定
外
な
の
で
、
な
か
な

か
人
知
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

は
思
う
が
、
被
害
は
、
最
小
限
に
食

い
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
防
災
条
例
は
、
そ
う
い
う
点

で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を
、
明
記

し
て
い
る
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
っ
て
い
た

だ
く
、
あ
る
い
は
隣
近
所
に
も
力
を

合
わ
せ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
を
60
名
ぐ
ら
い
で
構
成

す
る
行
政
の
者
た
ち
が
す
べ
て
に
関

わ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
め
に
警

告
を
出
し
て
い
く
事
や
、
情
報
を
流

し
て
い
く
事
は
、
非
常
に
大
事
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
こ
は
高
度
な
技
術
が
必

要
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
基
準
で

や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
、
な
お
、

検
討
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

こ
の
条
例
を
、
皆
さ
ん
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
と
も
に
、

我
々
も
今
一
度
見
直
し
て
、
こ
の
防

災
や
減
災
を
真
剣
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

議
案
第
５
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
）

堀
議
員

図
書
室
の
移
設
の
時
期
、
ま
た
旧

図
書
室
の
利
用
方
法
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

河
田
教
育
次
長

予
定
と
し
て
は
、
年
内
に
は
移
設

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
あ
る
図
書
室
は
、
解
体
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
７
号

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

戸
井
議
員

合
併
浄
化
槽
事
業
の
当
初
予
算
は

３
千
２
百
万
だ
っ
た
が
、
増
額
が
千

９
百
万
に
な
っ
て
い
る
。

増
額
と
い
う
こ
と
は
、
浄
化
槽
の

数
が
増
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

最
終
的
に
浄
化
槽
は
何
個
に
な
っ
た

の
か
。

伊
藤
建
設
課
長

平
成
28
年
に
新
規
で
整
備
す
る
数

は
16
基
で
、
当
初
か
ら
現
在
も
変

わ
っ
て
な
い
。

開町100周年記念富士山作品展

開町100周年記念祝賀会で万歳三唱



6議会だより

６
月

15
日　

第
２
回
定
例
会

�

全
議
員
出
席

25
日　

保
育
所
運
動
会

�
各
議
員
出
席

27
日　

羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
議

会
臨
時
会

　
　
　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
定
例      

会

�

組
合
議
員
出
席

７
月

１
日　

倶
知
安
厚
生
病
院
医
師
等
と

の
交
流
会

�

正
副
議
長
出
席

５
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修

会
（
札
幌
市
）

�

各
議
員
出
席

６
～
８
日　

羊
蹄
山
麓
町
村
議
会
正

副
議
長
会
委
員
長
道
外
研
修

（
富
士
吉
田
市
ほ
か
）

�

各
常
任
委
員
出
席

15
日　

よ
う
て
い
農
協
20
周
年

　
　
　

記
念
祝
賀
会

�

議
長
出
席

22
日　

第
３
回
臨
時
会

�

全
議
員
出
席

26
日　

羊
蹄
山
ろ
く
連
合
消
防
演
習

�

各
議
員
出
席

29
日　

戦
没
者
追
悼
式

�

各
議
員
出
席

30
日　

愛
和
の
里
ま
つ
り

�

各
議
員
出
席

８
月

３
日　

札
幌
市
南
区
と
の
合
同
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

各
議
員
出
席

５
日　

川
西
町
議
会
視
察
対
応

�

各
議
員
出
席

６
日　

開
町
百
周
年
記
念
郷
土
富
士

作
品
展
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー

�

各
議
員
出
席

８
日　

羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
議

会
臨
時
会

　
　
　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
臨
時

会

�

組
合
議
員
出
席

10
日　

新
篠
津
村
議
会
視
察
対
応

�

議
長
出
席

14
～
15
日　

き
も
べ
つ
夏
ま
つ
り

�

各
議
長
出
席

24
日　

後
志
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
仁
木
町
）

�

全
議
員
出
席

27
日　

Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
農
業
祭

�

議
長
出
席

29
日　

後
志
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

�

連
合
議
員
出
席

９
月

７
日　

敬
老
会

�

各
議
員
出
席

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

�

各
委
員
出
席

８
日　

ジ
ェ
ト
ロ
羊
蹄
輸
出
協
議
会

�

議
長
出
席

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

�

全
委
員
出
席

10
月
９
日
、
喜
茂
別
町
開
町
百
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
町
内
外
の

方
々
に
祝
福
さ
れ
る
中
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
喜
茂
別
町
内
、
各
地

区
の
四
季
折
々
の
風
景
を
上
空
か
ら

撮
影
し
た
動
画
や
、
町
の
歴
史
を
写

真
で
振
り
返
る
映
像
を
上
映
し
た
後

に
、
新
町
章
の
発
表
や
、
町
の
発
展

の
為
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰

が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

題
し
て
の
発
表
が
あ
り
、
そ
の
中

で
「
先
人
の
努
力
に
感
謝
し
、
次
の

世
代
に
き
ち
ん
と
バ
ト
ン
を
渡
し
た

い
。」
と
い
う
言
葉
は
、
決
し
て
忘

れ
ら
れ
な
い
大
変
重
み
の
あ
る
も
の

で
し
た
。責
任
世
代
の
一
人
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
心
に
刻
ま
れ
た
言
葉
に

な
り
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
も
、
開
町
百
周
年
を

御
祝
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
町
の

発
展
に
向
け
て
力
の
限
り
、
未
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

議
会
広
報
編
集
委
員
長
　
堀
　
浩
和

編
集
後
記

議
会
の
動
き

平
成
28
年
６
月
15
日
～
９
月
14
日

開町100周年記念植樹


